
沖電気従業員数 海外(グループ) 沖電気・単独

　　1987年 約2，000人 約14，000人

　　2005年 約5，200人 約　5，400人

《
沖
電
気
の
社
会
貢
献
》

「
ラ
オ
ス
の
子
ど
も
」
に

絵
本
を
贈
る
活
動

沖
電
気
グ
ル
ー
プ
三
十
四
社
の

有
志
、
約
五
千
四
百
人
が
月
々
の

募
金
で
参
加
し
て
い
る
「
Ｏ
Ｋ
Ｉ

愛
の
百
円
募
金
」
は
二
〇
〇
一
年

か
ら
、
非
営
利
法
人
「
ラ
オ
ス
の

こ
ど
も
」
が
行
っ
て
い
る
ラ
オ
ス

の
子
ど
も
に
贈
る
「
絵
本
」
や

「
紙
芝
居
」
な
ど
の
児
童
書
出
版

の
ス
ポ
ン
サ
ー
と
し
て
協
力
し
て

い
ま
す
。

〇
五
年
は
ラ
オ
ス
語
の
児
童
書

五
千
部
へ
の
協
力
で
し
た
。

今
年
、
創
立
百
二
十
五
年
に
な

る
沖
電
気
の
最
初
の
海
外
進
出
は
、

一
九
三
〇
年
代
で
満
州
国
で
し
た
。

そ
れ
か
ら
七
十
五
年
。

一
九
八
五
年
に
ア
メ
リ
カ
の
要

求
で
為
替
が
変
動
相
場
制
（
プ
ラ

ザ
合
意
）
に
移
行
し
、
円
は
一
ド

ル
二
四
〇
円
か
ら
一
〇
〇
円
台
に

上
昇
し
、
輸
出
で
の
利
益
が
激
少
、

生
産
の
海
外
移
転
が
進
み
、
産
業

の
空
洞
化
が
深
刻
化
し
ま
し
た
。

東
北
沖
電
気
は
分
社
化
と

海
外
移
転
で
会
社
解
散

東
北
沖
電
気
・
一
二
〇
〇
人
・

福
島
（
プ
リ
ン
タ
、
フ
ァ
ク
シ
ミ

リ
部
門
）
の
例
が
左
の
年
表
で
す
。

沖
デ
ー
タ
（
販
売
・
設
計
・
技
術
な
ど
）
、

沖
パ
ワ
ー
テ
ッ
ク
（
電
源
）
、

沖
マ
イ
ク
ロ
技
研
（
モ
ー
タ
ー
）
、

沖
プ
レ
シ
ジ
ョ
ン
（
ヘ
ッ
ド
）
、

沖
エ
ア
フ
ォ
ル
ク
（
部
品
加
工
）

な
ど
に
分
社
化
さ
れ
、
各
企
業
は

八
七
年
の
英
国
で
の
生
産
工
場
建

設
に
始
ま
り
、
タ
イ
、
中
国
な
ど

に
生
産
拠
点
が
移
り
ま
し
た
。

沖
デ
ー
タ
の
国
内
生
産
は
中
止

さ
れ
、
国
内
工
場
の
縮
小
・
閉
鎖
、

下
請
け
な
ど
は
切
捨
て
ら
れ
、
現

存
す
る
企
業
も
沖
電
気
関
連
以
外

の
仕
事
を
求
め
る
事
を
強
い
ら
れ

経
営
を
苦
し
め
て
い
ま
す
。

日
本
の
雇
用
が
七
年
間
で

一
〇
〇
万
人
も
減
少

産
業
経
済
省
の
調
査
に
よ
る
と
、

日
本
の
全
製
造
業
の
海
外
生
産
比

率
は
、
〇
四
年
に
は
、
十
六
％
を

越
え
、
従
業
員
数
は
四
百
六
万
人

と
最
高
記
録
を
更
新
し
ま
し
た
。

一
方
、
国
内
の
労
働
者
数
は
七
年

間
で
約
百
万
人
減
少
し
て
い
ま
す
。

沖
電
気
全
体
で
は
、
海
外
従
業

員
は
五
千
人
を
越
え
、
沖
電
気
単

独
で
も
、
海
外
移
転
が
進
み
、
ブ

ル
ー
カ
ラ
ー
（
技
能
系)

比
率
が
、

三
〇
％
台
か
ら
一
〇
％
以
下
に
減

り
ま
し
た
。
今
後
は
技
術
、
ソ
フ

ト
を
含
む
移
転
が
進
み
、
ホ
ワ
イ

ト
カ
ラ
ー
（
技
術
系)

に
も
影
響

が
出
そ
う
で
す
。

賃
金
や
、

労
働
条
件
も
悪
化

海
外
移
転
や
リ
ス
ト
ラ
で
地
域

経
済
は
大
き
な
打
撃
を
受
け
て
い

ま
す
が
、
東
北
沖
関
連
で
は
、
賃

金
の
三
割
四
割
ダ
ウ
ン
で
、
副
業

（
ア
ル
バ
イ
ト
）
を
認
め
る
事
態

に
な
り
ま
し
た
。
正
社
員
か
ら
、

パ
ー
ト
や
臨
時
、
派
遣
社
員
な
ど

に
さ
せ
ら
れ
る
事
も
常
態
化
し
て

い
ま
す
。

ま
た
、
成
果
給
（
グ
レ
ー
ド
給
）

の
導
入
な
ど
で
、
総
人
件
費
が
抑

え
ら
れ
る
な
ど
の
労
働
条
件
の
悪

化
が
、
顕
著
に
な
っ
て
い
ま
す
。

進
出
の
柱
で
あ
る
中
国
・
シ
ン

セ
ン
特
別
区
で
の
月
の
最
低
保
障

賃
金
は
八
五
〇
元
（
約
一
万
二
千

円
）
。
影
響
で
国
内
の
製
造
部
門

の
賃
金
が
急
降
下
し
て
い
ま
す
。

海
外
進
出
に
は

基
準
の
厳
守
が
必
要

日
本
の
労
働
組
合
は
、
海
外

進
出
を
す
る
時
の
基
準
を
次
の

よ
う
に
定
め
て
い
ま
し
た
。

①
労
使
の
事
前
協
議
を
充
分

行
う
こ
と
。

②
労
働
者
の
雇
用
が
守
ら
れ
、

生
活
の
向
上
に
つ
な
が
る

こ
と
。

③
相
手
国
の
経
済
社
会
の
発

展
に
寄
与
す
る
こ
と
。

沖
電
気
は
輸
出
＋
海
外
生
産

（
海
外
売
上
高
）
の
比
率
を
、

二
〇
一
〇
年
に
現
在
の
三
〇
％

か
ら
五
〇
％
（
中
国
で
一
〇
％
）

に
す
る
計
画
で
す
。

利
益
優
先
の
海
外
移
転
が
、

日
本
経
済
や
、
雇
用
と
生
活
を

破
壊
し
て
い
る
事
を
反
省
し
、

す
べ
て
の
企
業
・
労
使
が
社
会

的
責
任
を
果
す
た
め
に
、
知
恵

を
だ
す
事
が
必
要
で
す
。

《
参
考
》

〇
六
年
三
月
、
沖
電
気
の
連
結

決
算
の
子
会
社
数
は
、
国
内
が
四

十
二
社
、
国
外
が
四
十
二
社
と
な
っ

て
い
る
。
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や
は
り
Ｗ
杯
は

す
ご
い
！

第
一
八
回
ワ
ー
ル

ド
カ
ッ
プ
・
ド
イ
ツ

大
会
は
、
三
二
チ
ー
ム
が
参
加
。

レ
ベ
ル
の
高
い
激
闘
の
す
え
、
二

四
年
ぶ
り
に
イ
タ
リ
ア
が
四
度
目

の
栄
冠
を
得
ま
し
た
。
日
本
は
あ

ら
ゆ
る
面
で
世
界
と
の
差
を
見
せ

つ
け
ら
れ
て
予
選
で
敗
退
し
ま
し

た
▼
Ｆ
Ｉ
Ｆ
Ａ
（
国
際
サ
ッ
カ
ー

連
盟
）
ラ
ン
キ
ン
グ
二
位
の
チ
ェ

コ
、
五
位
の
ア
メ
リ
カ
の
予
選
敗

退
シ
ョ
ッ
ク
は
、
日
本
の
比
で
は

な
い
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
ち
な
み

に
日
本
の
ラ
ン
キ
ン
グ
は
一
八
位

で
ド
イ
ツ
は
一
九
位
で
す
▼
Ｗ
杯

に
出
場
し
た
チ
ー
ム
で
一
番
下
の

ラ
ン
キ
ン
グ
は
ト
ー
ゴ
で
六
一
位
。

続
い
て
ア
ン
ゴ
ラ
の
五
七
位
で
日

本
よ
り
順
位
が
下
の
一
九
チ
ー
ム

が
Ｗ
杯
に
出
場
し
、
予
選
リ
ー
グ

突
破
は
六
チ
ー
ム
も
▼
今
回
の
Ｗ

杯
予
選
は
、
一
九
七
チ
ー
ム
が
参

加
し
、
大
陸
別
の
出
場
枠
目
指
し

て
戦
わ
れ
ま
し
た
。
日
本
は
、
二

〇
〇
四
年
二
月
の
一
次
予
選
か
ら

二
年
間
か
け
て
ア
ジ
ア
予
選
を
戦

い
ま
し
た
。
今
大
会
か
ら
優
勝
国

の
次
大
会
出
場
が
無
く
な
り
、
ブ

ラ
ジ
ル
も
、
南
米
予
選
を
勝
ち
抜

い
て
き
ま
し
た
。
ど
こ
の
チ
ー
ム

も
す
ご
い
は
ず
で
す
▼
次
回
の
開

催
国
は
南
ア
フ
リ
カ
。
ア
フ
リ
カ

で
初
め
て
の
開
催
と
な
り
ま
す
。

今
回
ア
ジ
ア
か
ら
出
場
し
た
四
ヶ

国
は
全
て
予
選
敗
退
で
し
た
の
で
、

出
場
枠
が
減
る
可
能
性
が
大
。
イ

ビ
チ
ャ
・
オ
シ
ム
監
督
の
も
と
で

頑
張
れ
ニ
ッ
ポ
ン
！

（
Ｏ
）

沖沖沖
電
気
の
海
外
売
上
高
比
率

50

％
計
画
に
空
洞
化
対
策
を

東北沖電気（プリンタ部門・現沖データ）
は生産の海外移転で 87 ％が海外売上に
なった。

《経過》 (●は国内の動き）

１９８７年 英国 スコットランドにプリンタ生産工場

「オキＵＫ」・９８２人＋アルファ

１９８７年 ● 仕事の減少による社外派遣が始まる

１９９０年 ● 沖データシステムズ設立

（東北沖の１２００人のうち４５８人が移籍）

１９９０年 英国 販売会社オキヨーロッパ（ＯＥＬ）設立
１９９４年 タイ国 プリンタのキーコンポーネント工場設立

１９９４年 中国 東北沖のモーター部門をＪＯＴ電子に

生産委託（沖マイクロ技研）

１９９４年 ●沖データ・１０５４人、設計・開発の

沖データシステムズ・１５０人に再編して設立

１９９４年 香港 「東北沖電気（香港）」設立、１９９８年に

「沖微型技研（香港）」に社名変更

１９９６年 タイ国 プリンタ印字ヘッド製造・販売

「オキプレシジョン・タイ」設立、約４００人

１９９７年 タイ国 「オキ・システムズ・タイランド」設立

１９９８年 ●東北沖、残りの７３５人が４つ（エアフォルク、

パワーテック、マイクロ技研、プレシジョン）に分社

化。直ちに賃金ダウン、労働条件の改悪などが始まる

１９９９年 タイ国 沖データマニファクチャリング（タイ）

（ＯＤＭＴ）設立・１６００人

１９９９年 米国 プリンタ販売会社「オキ・データ・アメリカ」

設立・５６７人

１９９９年 中国 常州沖電気国光通信機器にプリンタ用電源

生産委託（沖・パワーテック）

１９９９年 ●沖マイクロ技研の関連会社・アダチ・プロテクノ

で「希望退職」募集はじまる（雇用・３割減 ）

２００１年 ● 分社化のひとつ、沖プレシジョン解散

２００１年 ● 関連子会社・沖アネックス（約２５０人）の

８割がパート・臨時の合理化

２００２年 中国 ＡＴＭ・プリンタ生産会社

「沖電気実業（シンセン）」設立（ＯＳＺ）・６００人

２００４年 中国 上海と北京に販売拠点を設立

２００４年 ●東北沖及び、沖アネックス（関連会社）清算

●沖エアフォルクの子会社エールテックスの株売却

２００５年 韓国 プリンタ販売会社設立

２００５年 香港 「沖電源」設立（沖・パワーテック）

２００５年 中国（大連）ソフト開発会社設立「日沖信息」

２００５年 英国 スコットランドにプリンタの新工場建設

２００６年 中国 シンセンの工場移転・増産（11 月生産開始）

沖データグループ 従業員数（2005年）

国内 １,３１２人
海外 ４,４０３人

沖 電 気 の 職 場 を 明 る く す る 会
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仕
事
の
や
り
や
す
さ
も

考
え
て
よ

【
八
王
子
】

八
王
子
の
間
接
職
場
で
も
「
５

ＳＳＳＳＳＳ
活
動
」
が
五
月
か
ら
取
り
組
ま

れれれれれれれれれれ
て
い
ま
す
。
５
Ｓ
と
は
「
整
理
・

整整整整整整整整整整整整
頓
・
清
潔
・
清
掃
・
躾
（
し
つ

けけけけけけけけけけ
）
」
の
頭
の
Ｓ
を
揃
え
た
も
の

ででででででで
す
。

居
室
な
ど
に
「
５
Ｓ
委
員
会
」

ががががががががががが
作
ら
れ
第
一
ス
テ
ッ
プ
と
し
て

問問問問問問問問問問問
題
点
の
抽
出
を
し
「
点
検
チ
ェ
ッ

ククククククククク
シ
ー
ト
」
で
達
成
度
を
確
認
し

上上上上上上上上上上上
司
に
報
告
す
る
と
い
う
も
の
で

すすすすすすすすすすす
。
「
机
の
上
に
は
Ａ
３
ス
ペ
ー

ススススス
の
書
類
の
み
、
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ

ンンンンン
は
帰
宅
時
は
施
錠
で
き
る
ボ
ッ

ククククククククク
ス
に
収
納
」
等
々
。
既
に
こ
の

活活活活活活活活活活
動
を
行
い
、
モ
デ
ル
職
場
と
紹

介介介介介介介介介介介介介
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
は

「
何
で
も
か
ん
で
も
片
付
け
ろ
、

はははははははは
逆
に
仕
事
の
効
率
が
下
が
る
」

とととととととととと
の
声
も
出
て
い
ま
す
。

あ
っ
ち
こ
っ
ち
で

吸
い
殻
拾
い

【
東
京
】

芝
浦
ビ
ジ
ネ
ス
セ
ン
タ
ー
の
安

全全全全全全全全全全全全
衛
生
委
員
会
よ
り
「
歩
行
喫
煙
」

「
信
号
無
視
」
の
マ
ナ
ー
低
下
に

つつつ
い
て
メ
ー
ル
で
通
達
が
あ
り
、

定定定定定定定定定定定定
退
日
に
は
放
送
も
さ
れ
て
い
ま

すすすすすすすすすすす
。
早
朝
に
近
く
の
会
社
の
社
員

ががががががががががが
吸
殻
拾
い
を
し
て
い
る
姿
を
見

かかかかかかかか
け
、
ま
た
、
夕
方
は
近
く
の
居

酒酒酒酒酒酒酒酒酒酒酒
屋
の
従
業
員
が
八
千
代
橋
付
近

ででででででで
掃
除
を
し
て
い
ま
し
た
。

沖
ニ
ュ
ー
ス
に
、
沖
の
社
員
が

日日日日日日日
曜
日
に
田
町
駅
か
ら
会
社
ま
で

吸吸吸吸吸吸吸吸吸吸吸
殻
拾
い
を
し
た
記
事
が
載
っ
て

いいいいい
ま
し
た
が
、
地
域
ぐ
る
み
で
安

全
衛
生
に
心
が
け
て
い
ま
す
。
喫

煙
者
の
皆
さ
ん
、
気
を
つ
け
て
下

さ
い
。

新
工
程
管
理
も

心
配
で
す

【
沖
エ
ア
フ
ォ
ル
ク
】

沖
エ
ア
フ
ォ
ル
ク
の
作
業
伝
票

が
代
わ
り
ま
し
た
。
説
明
に
よ
れ

ば
、
ベ
ン
ダ
ー
（
プ
レ
ス
ブ
レ
ー

キ
の
こ
と
）
職
場
に
合
わ
せ
る
か

た
ち
で
、
各
工
程
毎
に
納
期
を
設

定
す
る
と
い
う
こ
と
の
よ
う
で
す
。

半
年
前
、
仕
事
が
終
わ
ら
な
い

と
帰
れ
な
い
と
い
う
生
産
体
制
で
、

チ
ー
ム
リ
ー
ダ
ー
や
中
堅
労
働
者

が
会
社
に
来
ら
れ
な
く
な
る
と
い

う
事
が
ま
と
め
て
出
た
た
め
体
制

見
直
し
を
し
た
の
で
す
が
、
ま
た

同
じ
こ
と
の
繰
り
返
し
に
な
ら
な

い
か
心
配
で
す
。

布
一
枚
で
守
れ
る
？

【
本
庄
】

一
・
二
期
工
場
で
ひ
ざ
を
四
針

縫
う
労
災
が
発
生
し
ま
し
た
。

「
こ
れ
か
ら
は
、
製
造
現
場
の
女

性
は
ス
カ
ー
ト
、
キ
ュ
ロ
ッ
ト
ス

カ
ー
ト
を
ス
ラ
ッ
ク
ス
に
替
え
る

よ
う
に
。
」
と
上
司
か
ら
指
示
が

あ
り
六
月
末
か
ら
着
用
と
な
り
ま

し
た
。

布
一
枚
で
も
怪
我
の
程
度
は
違

う
と
は
思
い
ま
す
が
、
そ
れ
よ
り

も
作
業
ス
ペ
ー
ス
は
ど
う
だ
っ
たたたたたたたたた

の
か
、
派
遣
社
員
の
方
が
増
え
てててててててて

い
る
中
で
、
安
全
教
育
は
き
ち
んんんんんんんん

と
さ
れ
て
い
た
の
か
気
に
な
り
ままままままままま

す
。

「
私
は
忘
れ
な
い
」【

群
馬
】

関
連
会
社
に
転
籍
し
た
人
の
悔悔悔悔悔悔悔悔悔悔悔悔悔

し
い
気
持
ち
で
す
。

「
仕
事
も
職
場
も
変
わ
ら
ず
、

大
幅
な
賃
金
ダ
ウ
ン
に
な
っ
た
だだだだだだだだだ

け
。
組
合
が
何
と
か
し
て
く
れ
るるるるるるるるる

と
思
っ
て
、
期
待
し
た
自
分
が
馬馬馬馬馬馬馬馬馬馬馬

鹿
だ
っ
た
。
選
挙
の
時
に
は
組
合合合合合合合合合合合合合

の
要
請
で
応
援
し
、
当
選
し
た
議議議議議議議議議議議議議

員
た
ち
は
一
度
も
自
分
た
ち
の
前前前前前前前前前前前前

に
姿
を
現
さ
な
か
っ
た
。
一
言
何何何何何何何何何何何何何

か
あ
っ
て
も
い
い
の
で
は
な
い
か
。。。。。。。

わ
た
し
は
転
籍
時
の
悔
し
さ
は
一

生
忘
れ
な
い
」

政
治
と
職
場
の
問
題
は
同
一
ににににににににに

は
語
れ
な
い
と
思
い
ま
す
が
、
そそそそそそそそそ

の
労
働
者
に
と
っ
て
は
「
義
理
ををををををををを

欠
い
た
ひ
ど
い
対
応
」
と
し
てててててててて

「
忘
れ
ら
れ
な
い
沖
電
気
で
の
思思思思思思思思思思

い
出
」
に
な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。。。。。。。

「
道
交
法
」
講
習
に

手
当
て
が
出
る
と
い
い
な

【
派
遣
労
働
者
】

本
庄
工
場
で
は
、
車
や
バ
イ
クククククククク

で
通
勤
を
す
る
全
て
の
人
は
、
年年年年年年年年年年年年年

一
回
、
道
路
交
通
法
の
講
習
会
ををををををををを

受
け
る
事
に
な
っ
て
い
る
そ
う
でででででででで

す
。
私
た
ち
派
遣
労
働
者
も
定
時時時時時時時時時時時

後
、
食
堂
で
一
時
間
く
ら
い
の
講講講講講講講講講講講講講

習
を
受
け
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
ななななななななな

講
習
で
も
手
当
が
で
る
と
い
い
ななななななななな

と
思
い
ま
し
た
が
、
他
の
会
社
ははははははははは

ど
う
な
ん
で
し
ょ
う
か
ね
。

二
〇
〇
六
年
四
月
一
日
施
行
さ
れ

た
「
法
」
に
よ
り
沖
電
気
で
は
、
シ

ニ
ア
キ
ャ
ス
テ
ィ
ン
グ
制
度
と
し
て

雇
用
延
長
が
始
ま
り
、
六
月
は
三
人

が
再
雇
用
さ
れ
ま
し
た
。

当
初
、
労
働
意
欲
や
協
調
性
お
よ

び
資
格
な
ど
が
、
労
使
の
「
協
定
」

を
満
た
し
て
な
い
と
拒
否
さ
れ
て
い

た
、
沖
電
気
本
庄
の
北
村
晴
夫
さ
ん

も
組
合
の
尽
力
も
あ
り
、
元
職
に
再

雇
用
と
な
り
、
祝
福
さ
れ
て
い
ま
す
。

法
律
の
原
則
は

「
希
望
者
全
員
雇
用
」

沖
電
気
の
労
使
「
協
定
」
は
原
則

を
満
た
さ
な
い
も
の
で
、
改
善
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

★
シ
ニ
ア
社
員
（
再
雇
用
）
の

生
活
費
の
一
例
を
紹
介
し
ま
す
。。

沖 電 気 の 職 場 を 明 る く す る 会

日
本
と
世
界
の

平
和
な
未
来
の
た
め
に

作
家
の
大
江
健
三
郎
さ
ん
を
は

じじじじじじじじじじじじじじじじじじじじじじじじじじじじじじ
め
九
名
の
方
々
に
よ
り
「
九
条

のののののののののののののののののののののの
会
」
ア
ピ
ー
ル
が
発
信
さ
れ
た

のののののののののののののののののののののの
が
二
〇
〇
四
年
六
月
。
そ
れ
は

「
日
本
と
世
界
の
平
和
な
未
来
の

たたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたた
め
に
、
日
本
国
憲
法
を
守
る
と

いいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい
う
一
点
で
手
を
つ
な
ぎ
、
『
改

憲憲憲憲憲憲憲憲憲憲憲憲憲憲憲憲憲憲憲憲憲憲憲憲憲憲憲憲憲憲憲憲憲憲憲憲
』
の
く
わ
だ
て
を
阻
む
た
め
、

一一一一
人
ひ
と
り
が
で
き
る
あ
ら
ゆ
る

努努努努努努努努努努努努努努努努努努努努努努努努努努努努努努努努努努努努
力
を
、
い
ま
す
ぐ
始
め
る
こ
と

をををををををををををををををををををををををををををををををををを
訴
え
ま
す
」
と
呼
び
か
け
ら
れ

ままままままままままままままままままままままままままままままままま
し
た
。
そ
れ
か
ら
わ
ず
か
二
年

のののののののののののののののののののののの
間
に
全
国
の
地
域
、
職
場
、
学

園園園園園園園園園園園園園園園園園園園園園園園園園園園園園園園園園園
に
五
千
を
超
え
る
九
条
の
会
が

次次次次次次次次次次次次次次次次次次次次次次次次次次次次次次次次次次次
々
と
つ
く
ら
れ
、
網
の
目
の
よ

うううううううううううううううううううううううううううううううううううう
に
広
が
っ
て
い
ま
す
。

地
元
で
「
九
条
の
会
」
を

私
の
住
む
千
葉
県
印
西
市
（
人

口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口
約
六
万
人
）
で
も
、
市
民
の
熱

いいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい
想
い
と
願
い
を
集
め
、
昨
年
六

月
に
印
西
・
九
条
の
会
が
誕
生
し
、

私
も
一
市
民
と
し
て
参
加
す
る
こ

と
に
し
ま
し
た
。
学
習
会
、
講
演

会
、
ニ
ュ
ー
ス
発
行
、
賛
同
署
名
、

宣
伝
な
ど
、
何
で
も
や
っ
て
み
よ

う
の
精
神
で
、
ワ
イ
ワ
イ
ガ
ヤ
ガ

ヤ
と
楽
し
く
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

そ
の
中
心
は
何
と
言
っ
て
も
憲

法
を
知
り
学
ぶ
学
習
会
で
す
。

「
戦
争
は
二
度
と
や
ら
な
い
、
軍

隊
は
持
た
な
い
」
こ
と
を
定
め
た

第
九
条
の
か
け
が
え
の
な
い
大
切

さ
を
再
認
識
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

「
自
分
は
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
改

憲
賛
成
」
と
い
い
な
が
ら
も
学
習

会
に
は
継
続
し
て
参
加
し
て
い
る

男
性
や
、
早
朝
宣
伝
を
五
週
連
続

で
行
い
、
毎
回
約
千
枚
の
ビ
ラ
のののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののの

受
け
取
り
が
あ
っ
た
の
で
す
が
、

そ
の
中
で
「
何
か
で
き
る
こ
と
がががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががが

あ
れ
ば
」
と
参
加
し
て
き
た
女
子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子

学
生
な
ど
、
や
れ
ば
や
る
ほ
ど
、

人
と
人
と
の
つ
な
が
り
や
協
力
がががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががが

広
が
っ
て
い
き
ま
す
。

「
戦
争
を
し
な
い
国
」
の
ま
ま
でででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででで

改
憲
の
ね
ら
い
は
明
ら
か
で
す
。。。。。

憲
法
第
九
条
を
骨
抜
き
に
す
る
ここここここここここここここここここここここここここここここここここここここここここここここここ

と
、
ア
メ
リ
カ
に
従
っ
て
日
本
をををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををを

再
び
戦
争
の
で
き
る
国
に
す
る
ここここここここここここここここここここここここここここここここここここここここここここここここ

と
で
す
。
草
の
根
の
運
動
を
さ
らららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららら

に
広
げ
、
み
ん
な
で
力
を
合
わ
せせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせ

る
こ
と
が
、
と
て
も
大
切
な
時
代代代代代代代代代代代代代代代代代代代代代代代代代代代代代代代代代代代代代代代代代代代代代代代代代代代代代代代代代代代代代代代代代代代代代

に
な
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

電
機
の
職
場
に
も
九
条
の
会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会

が
六
月
に
発
足
し
ま
し
た
。
みみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみ

な
さ
ん
も
ぜ
ひ
「
会
」
に
ご
参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参

加
下
さ
い
。
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。。。。。

★
詳
し
く
は
九
条
の
会
の
公
式式式式式式式式式式式式式式式式式式式式式式式式式式式式式式式式式式式式式式式式式式式式式式式式式式式式式式式式式

サ
イ
ト
を
ご
覧
下
さ
い
。
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:
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》

平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平
和
憲
法
へ
の
熱
い
心
で
活
動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動

『
九
条
の
会
』

廣廣廣廣廣廣廣廣廣廣廣廣廣廣廣廣廣廣廣廣廣廣廣廣廣廣
瀬
邦
治
さ
ん
（
沖
・
東
京)

◎沖電気の賃金 １５００００円

（シニアグレードＣ）

◎在職老齢年金 ７０８４２円

(厚生年金から)

◎沖・企業年金 ３９５２５円

◎高年齢雇用継続給付金 ２２５００円

（雇用保険法）

計 ２８２８６７円

沖沖沖沖沖沖沖沖沖沖沖沖沖沖沖沖沖沖沖沖沖沖沖沖沖沖沖
電
気
で
も
「
改
正
高
年
齢
者
雇
用
安
定
法
」
運
用
始
ま
る

北
村
晴
夫
さ
ん
（
本
庄
）
も
再
雇
用
が
決
定
！！！！！！！！！！！！！！！！

「
青
春
18
き
っ
ぷ
」

青
い
海
、
深
い
山
々
、
そ
し

て
一
本
の
レ
ー
ル
と
一
両
の
列

車
。
旅
に
出
た
い
！
と
思
わ
せ

る
よ
う
な
、
そ
ん
な
ポ
ス
タ
ー

を
駅
で
見
か
け
ま
せ
ん
か
？

一
九
八
二
年
三
月
に
『
青
春

18
の
び
の
び
き
っ
ぷ
』
と
い
う

名
称
で
発
売
さ
れ
た
の
が
最
初
。

そ
の
呼
び
名
か
ら
18
歳
限
定
か

な
？
と
思
わ
れ
が
ち
で
す
が
、

年
齢
制
限
は
な
く
、
毎
年
、
春
・

夏
・
冬
に
発
売
。
乗
車
す
る
列

車
に
制
限
は
あ
る
け
れ
ど
全
国

ど
こ
へ
で
も
行
け
て
、
五
回
分

で
値
段
は
一
一
五
〇
〇
円
。

急
が
な
い
『
旅
』
を
す
る
に

は
と
て
も
お
薦
め
な
切
符
で
す
。

J R

旅の情報




